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【践的3殻近 11R裟授の普及に伴いf:uPNMR 

による運動中の務エネルギー代務の情報が多くみ

られるようになってきている. しかしながら，後

鐙の潟りは潟磁場が立ち上がっているという特殊

伎のために9 滋常の護霊護ちま設を規定する裟鐙をfflい

ることはできず，そのため自作の裟燈がいくつか

示されているが，それらすべては上段あるいは下

総を対象としたもので，大総f誌の大筋若手に負荷を

かけられるような猿鐙は役界的にも作成されてい

ない.また，巡撃を*'の心筋のエネルギー代謝の変

化をみるためには，潟完売遼撃ちではあまり心拍数が

よ努しないため大筋若手に負荷をかけれるような後

畿の作成が鐙まれる.

そこで木研究では，モナーク社製の滋潟.'";!;./レゴ

メータを改造することによりち銀用品ノレゴメ…

タを作成し，脅格筋及び心筋のコエネルギ}代裁の

芸選定を試みた.

【方法】全身湾 MR譲渡において 31PN恐慌法

によりs 運動中の骨格筋及び心筋のエネルギー代

総の変化を溺怒した.設j定の善寺随分解能は，脅格

2警が30秒，心筋が6分であり p 読者は負荷額綴訟

で，後還をは 2援受賞の定常食穏で誤，U~きした.なおp

負荷の定義主役を検討するために心拍数および呼気

ガス採取も雨量寺に行った.

【総集及び考委譲】 負荷の瀬主義にともない，激索

撰取裁の増大がみられた.また，得られた NN1R

スベクトルも十分に分析可能なものであった.ま

ずおま定数負荷では心数数も定常状態を訴しTc，し

たがってF 滋恋心筋の m怨の計部には約8分必

裂としているが，こり為飲用品ノレゴメ}タを用い

ることにより，遼動中の心筋の品ネルギー代謝の

動態わ総定も可能であることが示された.

10，鶴欠約選動負荷の鰍挺 Imaglng
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10. MR hnaging by intennittent exercise. De. 
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[[3約】筋肉に遼撃さ魚祷を加えると為俊1の

す2強鎚滋i像で傍号強度が増加する.しかし"T2 

強鈎濁像はp 種々の条件から綴像時間に 5--10分

総必姿としp このため負荷早期及び務復卒綴の縫

号強度の様子は観察できなかった.そこで M滋

の綴像パラメータである緩与返し特務(宝笈時間)

を銀総し緩い関擦での擬像を試みた.またその

銭信号強度と共にT2i援を澱定しP 遊撃さ負荷持の

お撲となりうるか検討した.

【方法〕間欠約滋動負荷の実験に先立ち，オリ

ープオイル，アセト γ，アルコ…ノレの三つの物質

でを弐待問を 400--3000msecまで変化さえ撮像

しその怒号強度・ T21i議を誤u定した.次に， E誌
擦の遂意志負荷を健康な男子11人の下路上・中部を

対象とし)SpinEcho訟で撮像したー運動方法弘

足尖部に 2kgの砂袋を協定し1秒間に 1尽の潟

溺の背箆遼畿を行なった.運動と撮像を交互に行

ない運動負荷後の安静の撮像も追跡した，

【総菜及び考察] (1)T2綾は臨床の装蜜では廷

磯な~激化は関翼重であると震われているが，ファ

ントムでは， T2鐙の TRn寺隠の変化による援は

少なかった.しかも迷務負荷前後では鎗号強度

(SI)の変化がp 主として T2僚に依容することか

ら， T21穫は MRIで灘動負荷を議案毒する場合の

良いま皆様となる.(2)TR時総怒絡によっても従来

のす2強毅磁畿とj湾じ変化が観察でさわよち緩い

総務で遂務負務後の筋肉の SI・T2i箆を述語悲しえ

た.(めi潟欠的な背路選撃をにより能燦脅務及び義援



イ中筋は，負荷主予期には薩線的な SI・T2fi震の増加

を認め，負荷後期には臨界点(綾大綴)に途した.

また1分間の遂動負荷の方が卒く SI・T2僚の畿

大悠に途した.(4)遂動負荷を除くと 5分間でおよ

そ1/2......，1/3の SI・T2鐙の減少があり，従来の

機影方法では畿大儀は小さく党絞られることとな

る.
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